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母方祖母 父方祖父母 父方粗父母 父方祖父母 父方祖父母蟻
父方祖父母（霧養親） 母 父母 母・継父（呂養親） 母
1男〔13歳弱） 1男（8歳弱） 3人の子（1臓、6歳と0歳）1男（6歳） 1勇（4歳〉
婚姻することなく死亡。 離婚幽母が監護権を有 両親のそろっている家 離婿。母が監護権者 離婚。母が監護権者
する． 庭（mtact　famlly》であ（養子収養後は訪問を 11年前から訪間を拒
る。 拒否〉． 否1。
9年前に父方祖父母の 母と同居． 2年前に継父の養子に 母・母方親族と同居。
養子となる． なる。
子の出生後1年半同居． 約3年問同居していた。 離婚前は隔週に、離婚 1年前まで訪問してい
以後も養子となる迄は 子が母と同居してから 後養子収養前は、父が た。
定期的に子を訪問（養 は（現在3で約4年聞） 子を連れてくるときに
親が拒否）． 子を訪問していない． 会っていた．
○ o △ O ○
。養子収養後も、少な 紡問の許否は、子の最 祖父母の訪問が子の最
くとも祖父母の訪聞 良の利益にしたがって 良の利益であることの
に関しては、州は子 裁判所が裁量により決 立証の機会を祖父母に
の最良の利益を監督 定する． 与柔ることが．エクィ
する権阪を有する。 ティによって要講され
。子の最良の利益の保 る。
護はポllス・パワー
の正当な行使である。
子の貴重な経験であり、
他の関係からは得られ
ない利益を子に与える
ことを立法者が承認し
ている。
養覗の意思に反して祖 親と祖父母との不和は、 当事者間の不和それ自 当事者間の不和の存在
父母の訪問を認めるこ 祖父母の訪間権を否定 体は、訪問が子の最良 およぴ母が訪間に反対
とが、養親家庭の完全 する正当な理由ではな の利益であると判定さ することは、訪間権を
性を遮憲に侵害するこ いo れれぱ訪間を妨けるこ 否定する正当な理由で
とにはならない． とはできない。 はない。
・（1）参照． ・子の推定上の意思は 立法者と裁判所は、子
・祖父母の訪聞権は、 祖父母の訪聞櫓を否 の最良の利益になる限
それが養観子関係を 定する正当な程由で りで、祖父母との関係
妨害するときには認 はない。 力形成され、保護され、
められな㌧㌔ ・祖父母が過去4年問 促進されるべきことを
子を訪問しなかった 承認してきた。
ことによるベナルテ
イを子に課すことは
できない。
祖父母と子との接触が ・（ロ）参照。 一定の親でない者との ・祖父母が子と通常の
子の最良の利益であり、 §72は人道主義的目 有童義な交流が子の福 きずなを形成するた
かつ養親子関係を不当 的のために制定され 祉にとって重要である めの手続上の機構を
‘こ妨害しない場合に、 た。 ことを承認している。 提供する。
接触を求める権利を祖 572は訪問権を申し ・子が祖父母との関係
父母に与えている。 立てる手続上の制度 から独自の利益を得
を提供しているにす ることかてきること
ぎない。 を承認。
特に死亡した両親の一 ・継親による養子収養
方の家族の下に子が託 は、必ずしも祖父母
置されている場合、養 の訪問権を終了させ
子収養のみを理由とし ない。
て、祖父母と子との絆 ・養子であることの秘
は切断されない。 匿自体は、祖父母の
訪問権拒否の根拠で
はない。
§72に基いて承認され 娠訪問権付与命令違反
た権利は、§1：7によ を理由として祖父母
って影響されない。 力母を裁判所悔辱罪
て告訴した事例。
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　〔霜葦会 母方祖母父方祖父母（＝養親）
1男（11歳）
父方祖父母????
12歳）
母方祖父母
後見人
複数人
父方祖父母巌????
共に数歳）
母方祖父????
7歳と4歳）
離婚。母が監謹権を有 両親死亡。 離婚。紡問権を得た父、 離婚．母が精神病のた
実親の状、兄 し、再婚。父が訪問権 そしてその両親の訪問 め1年半前から入院中．
を有する。 を母が拒否。
非摘出子として出生し 母・継父・2人の義現 新家展に託置されてい 原審が父に暫定的監窺 父と同居。
子の状況 たが、7年前に養子と の弟と同居。学校をず る。 権を付与したため、長
なる。 る休みする。 女のみ父と同居。
相手方の承認を得て子 離婚判決によって訪間 1年以上同居していた。 母が入院する前の2、
と会ったことあり。 権を付与され、子と旅 離婚後は、母によって 3年間、母の付添とし
申立人と子との関係 行をしたこともある。 紡問を拒否される。 て子らを訪間。
訪問権の許否 △ ○ ・囎翻 ・〔躍建開 ○
子の最良の利益である ・子の最良の利益のみ
ときは、養子収養後実 に基く。
判断の根拠 方家族に訪問権を付与する裁量権を有する。
・安全、継続、長期の
安定の他に、有意義
・裁判所の権限 な愛情と尊重の存在〔．判断基準
を、子の最良の利益
存否の判断の指標と
する。
・祖父母の果たす独自
の役割が承認されて
訪問（権）の童義 いる。
・子の分割になる程度に広範
な訪問梱瑠められない，
・他人に干渉されない 監獲親が懲戒の手段と 祖父の訪問櫓は固有の
という親の権利は、 して子と祖父母との交 ものであるが、とりわ
子の最良の利益に資 流を禁止することは許 け母が訪問できないと
監護権との関係 する立法に従っ。・祖父母の訪問権は、
されない。 きは、認められること
が望ましい。
親の養育権を違憲に
侵害しもい。
安定した家庭環境に対 1年以上同居してきた 過去2、3年聞の訪問
する二一ドが子にとっ 祖父母による子の紡問 の事実は、祖父母の訪
て最も重要である． を認めることが、子の 間が子の最良の利益で
子の最良の利益との 最良の利益に反するこ あったこと、そして現
との立証もし。 在もそうであることの
関係 十分な証明である。
・子の生活における親 （u）参照． 本件紡問の基礎は、馨
以外の者との関係の 72の「エクィティが介入
重要性を承認してい を相当とみなす場合J
制定法（DRL§72） る。 である。
・養子収養により祖母
の解釈 の訪問権申立権が消
滅するとするならぱ
懸72の目的が損われ
る。
・⑬が拘束力を有する。
・祖父母による養子収
養は新たな関係を形
成しないから、祖父
養｝収養との関係 母の訪問を否定する
必要がない。
・祖父母の訪問権の付
与は、養子の「出自」
を知る二一トと講和する。
蝦父からの訪問描申立
その他 と併合審理された事例（父にも訪問権を
認める》。
??
四⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ⑳PeOPleex鼠⑫
LoP鵬Uv．LoP㈱E㎞bchv。Re舘㎜Laclnw▼．Ba闘嵯hTa鳳ihvD’Am皐coWik㎞’v．D鵬， Mat蹴ofMaIe贋0”Sp㎝oeC㎞㎞
NYαApp SupCちAD，2dDeptSu CちAD，2dD唯SロpCちAD，2dD叩tSupCち鞭qaiTemSuπCもNYCo7〆13／1976
40NY2d5221／31／1977 5／6／1977 12／5／1977 3／23／1978387NYS2d41255AD2d95357AD2d89660AD2d58293M熔c2d617 NYLJ，Apn120，1978，355NE2d372391NYS2d152394NYS2d284400NYS2d15403NY｛32d454P12co置s1・4巌
父方祖父母 母方祖父 母方祖母 祖父母 母方祖母 祖母
母 父 父 父 Agency 養父母
2人 1男．2女（すべて10代） 1人 3人の子（10歳前後） 1女（3歳） 非嫡出子
父死亡。母は、父の冶 母死亡。父は子が忙し 母死亡。父は祖母と不 父は祖父母と訪問をめ n㎎k℃tpr㏄eo由㎎に
毎等をめぐって祖父母 すぎるとして訪問を拒 和。 ぐって長く争っている。 より監綾楕を喪失。
との間に不和を生じた。 否。
母と同居 出生直後、里子となる。
現在里親による養子収
養手続中．
父死亡（2年前）まで 子に会ったことなし．
は、隔週に面接してき 祖母は子の妹を養育し
た。 ており、他の3人の兄
弟とも交流あり。
ム △ ム O X X
・訪問権の付与は裁判 ・訪問に対するコント 子の最良の利益が基準 子の最良の利益が基準
所の裁量。 ロールは裁判所の正 となる● となる。
・子の最良の利益の観 当な裁量である。
点から決定されるべ §72の人道的目的お
き。 よぴ子の最良の利益
によって導かれる．
子の貴重な経験の1つ
であり、他の関係から
は得られない利益を子
に与える。
祖父母の訪問権を否定 当事者聞の不和ほ、祖
する正当な根拠となる 父母の訪問権を否定す
のは、当事者閥の不和 る正当な根拠ではない。
ではなくて子に対する
悪影響である。
ω・回参照。 ・子の意、思のみによっ 訪問権の許否の決定を 兄弟姉妹と別れること 子が年少であることや
て判断してはならな 子の意思に委ねること は不幸だが、差し迫っ 不安定な精神状況にあ
いo は、子の最良の利益に た養子収養のために別 ることから、知らない
・状況を見識をもうて 反する。 れることが子の最良の 祖母による紡問は子の
客観的かつ自由に判 利益である。 最良の利益に反すると
断すべき。 判断．
祖父母に絶対的な当然 ・ω参照。 ⑰の解釈に従う。 。孫と祖父母との有益
の権利を付与するので ・子に血縁関係を継続 な関係と子の最良の
はなく、訪問の正当性 させるための立法で 利益との調整手段を
を主張するための手続 ある。 提供することを目的
上の手段を創設するこ ・祖父母の訪問は子に とする．
とを意図している． 利益をもたらし、祖 ・⑰と同旨．
父母の利益にもなる。
・㈹参畷． 養親の氏名を実方親族
・子と組母との聞に何 に秘密にすることが必
ら有益な関係が存し 要。
ないときには、子と
祖母との関係を促進
することにより養親
子関係が妨害される．
差戻審（SupCちAP 崇Fostα＆F鳳Law2dDepち387NYS2d andFam量置y・NY．・
153）は訪問権を否定し VoiH687（S卿
たo 1983）より引用．
判　決
????
xreI．He㎜
⑪
S㎝tonV．Hut蹴
???
謹avSdl＆zzo
⑮
G㎝v．Fanto
敷cu量avBl皿
事　項 マLebov鵡
裁鵯所 SupCちSpecmlT㎝Supα，AD，4thD唯Sup（LAD，2dD唯FamCt，CityNY，SupCもAD，2dD唯Km95Co
剰決日 6／16／1971 1／18／1973 7／30／1973 12／3／1974 6／7／1976
刺例集 66Mlgc2d83040AD2d29642AD2d78179M夏sc2d94753AD2d633322NYS2d123339NYS2d708346NYS2d343361NYS2d984謝NYS2d208
　陣 母方祖父父・父方祖父母1女（2歳） 1母方祖父母父・継母（＝養親）　男（U歳》、1女（10歳）祖父母??? 母父方祖父母1女（7歳）、！男（6歳） 祖父母???? 明
母死亡．父再婚（訪問 母死亡．父再嬬． 父死亡．母再婚．母・
実親の状況 に討ずる同意を撤回）． 継父と祖父母との問に
不和あり．
継母の養子となる．父 1年半前に継母の養子 2年半前に継父の養子
子の状況 。継母と同居． となる。 となる．
母死亡後、養子収養前 父再婚後（4年半後）、
に父の同意の下、訪問 紡聞を搏否されるよう
申立人と子との関係 権付与命令を得ている． になり、約3年前に会
ったのが最後。
紡問権の許否 × △1護鞭〕 △ X Q〔萎繋竃｝
972は、紡問権付与決 ● 申立の許否は裁判所
定の裁量権を裁判所に の裁量のみに黍ねら
（量》判断の根拠 与えた． れている。・④の見解に従う．
〔輔所嫌
・判斯基準
強制的手段よりも自然 子の貨墨な桂験の1つ
の絆の方が、愛情ある であり、他の関係から・
ω訪聞（権）の意義 関係を回復するために は得ることのできない
は有益． 利益を子に与える。
監頻櫓を有する親が反 当事者間の不和は、祖
対していることを唯一 父母の紡問権を否定す
の理由として．祖父母 る正当な根拠でも、訪
圏監繧権との関係 の訪問権の申立てを否定することは許されな
問が子の最良の利益で
あるかを判定するもの
いo さしでもない．
子の最良の利益に反す
るときには、祖父母の
訪問権は認められない。
㈲子の最良の利益との
関係 膿難1
・養子命令により、従 ・（i）参照。
前の紡聞描付与命令 ・子を失った祖父母が
は失効する． 孫を失うことを防止
（▼卿1定法（DRL972）572は讐子に対する することを意図．
祖父母の訪間櫓の申
の解釈 立権を認めていない。
・養子収養は永続的関 養子収養は祖父母が訪
係を形虞し．従前の 問権を申立てることを
暫定的命令を失効さ 妨げない。
㈹養子収養との関係
せる。
・そうでないと養子収
養を訪げる。
・他人による養子収養
　と纏縄養子収養とで
相違なし。
膿蕪1
紡問権付与命令は暫定 豪養子収養の効果に関
その他 的なものであり．常に再検酎・修正されうる．
する規定．
四
四⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑭ ⑪
PeopleexτelScahseExpartePeOPleeOPleexτe田＆ckerA駆㎝ymo㎎ PeOPleexreI．L㎝nePeopleex爬IFeIici
v　Naccan ex－e襲Cox v　Stτo㎎son v　Ano町mous v　Rado v　Ak黙墨繭r
SupCt，AD，18tDeptSupCt，E瓢eCoSupCちSp㏄亀alTemFamα，CltyNYSupCt，Sp㏄：a置TemSupCちAD，1霞Dept
1〆20／1953 9〆29／1953 5〆9／1955 4／19／1966 7／11／1967 3／12／1970
281AD741 124NYS2d51141NYS2d85950M1麗2d4354Mlsc2d84334AD2d526118NYS2d90 269NYS2d500283NYS2d483308NYS2d446
祖父母の一方、わば、母方親族 父方祖父母 母方祖父母縦 父方祖母 母方祖母 母方祖母
父 母 父 母 父方おぱ夫婦（昌養親｝ 父
複数人 1女（20ヵ月） 1人（8歳） 3人 1人（9～10歳） 1人
別居。判決により母が 母死亡。父再婚。父が 父は精神痢院に入院中． 母死亡。父は刑務所に 離婚。母再婚．父が監
監護権を有する。 訪間を拒否し．祖父母 母は精神的に完全でな 入獄中。 綾権を有する。
と不和。 いo
母・母の両親と同居。 父・継母と同居． 半年前に父方おぱ夫婦
の養子となる．
母死亡前は子が頻繁に 紡問権を付与されてい 子の出生後5年闇は同
祖父母の家を訪問し． るが、母の拒否に会う， 居し、4年前に訪問櫓
一時は同居もした。 を付与されている．
X X × O × ×
監護権が子の最良の利 ・裁判所は祖父母の訪 子の最良の利益が損わ 裁判所の訪問権付与櫓
益に反しない限り、裁 問権の裁判権を有し、 れていない限り、裁判 限は、子の福祉の観点
判所は監護を監督する 要保護児童のために 所は実親の監護櫓を奪 から認められるエクィ
ことはでさない． 介入する広範な描限 う循限を有しない。 ティ上の広範な描限に
を有する。 基く。
・裁判所の義務は，何
が子の最良の利益に
有益かを決定するこ
と。
監護権の一部であり． 監護権の一形態である．
その限度で実親の監護
権を制限する。
（1）参昭。 ・（u）参昭。 （置）参照。 祖父母の紡聞権が現実 訪問の継続が子の最良
・親以外の者は．親が に相手方の監護権を制 の利益かどうかは、養
監護に不適格でない 隈するとは信じられな 親の正当な判断の範囲
限り、監護描の一部 い● に属する。
である訪間権を有し
ない。
裁判所が訪問を命ずる （1）参照。 ω参照9 ・裁判所の主たる関心 訪問が子の最良の利益
ことは、当事者間の争 は子の椙祉である． のために必要であるこ
いを悪化させ、子の最 ・子の最良の利益は、 との立証が不十分。
良の利益を損う， 祖父母の心からの愛
情を求めている．
・子の情緒的・心理的
福祉が害されるとき
は、付与命令の変更
・取消が可能。
養義は法的に完全な親 972は親死亡の場合に
であるから、§72の親 のみ祖父母に申立櫓を
死亡の嬰件をみたさな 認めているにすぎない。 『
いo
・養子収養は水続的関
係を形成するから、
養子命令により、訪
問権付与命令は失効
する。
・訪問の継続を認める
ことは、養子収養の
妨げとなる。
祖父母は両親のいざこ 蟻第一次的に監鍾櫓、 訪間権付与命令の効力 訪間櫓付与命令は暫定
ざによってもたらされ 第二次的に訪聞権を については細）参照。 的なものであり、常に
る不利益を甘受しなけ 求めた． 再検討・修正されうる。
れぱるらない。
ニューヨーク州の判決一覧表
判　決 ① ② ③ ④ ⑤
PeOPlee箕跨1． PeOPleex回．MarksC㎝sauiv．Co㎜u置NoIlv．Noll APP1ica髄onofBo9認
事　項 Schachterv．Kahnv．Gre面er
裁判所 SupCちAD，2dD唯SupCちAD，1醜D邸SupCt，Jef伍ersonCoSupCちAD，4thDeptSupCもAD，2dDept
判決日 2／2／1934 2／11／1937 8／5／1946 7／13／1950 6／25／1951
判例集 241AD686 249AD564 63NYS2d688277AD286 278AD978269NYS173293NYS364 98NYS2d938105NYS2d569
当事者陣 母方祖母??? 母方祖母??? 父方祖父母巌????
10歳）
父方祖父母????
3歳）
母方祖父母???
父が監綬櫓を有する。 父が監護櫓者（訪問描付 婚姻無効。父は精神病で 父死亡．母が訪問に反対 父が監瞳権を有する。
実親の状況 与命令の変更を求めてい 入院中。母は再婚．
る）．
母・継父と同居．母と継 母・母の両親と同居。 父と同居。
’子の状況 父が養子収養を計画中。
命令により、父の同意の 父母の婚姻無効判決にお
下、訪問権を付与されて いて、母の同意の下、訪
申立人と子との関係 いる． 聞横を付与されている
（その後母が訪問を拒否）。
1訪聞権の許否 ×（臨じ。） X ・（臨じ．） × X
子の福祉が支配的考慮事 適裕な監罐権者である母 裁判所は、子の福祉が著
項である． が反対し、子の福祉が訪 しく損われていることの
問を必須のものとしない 立証なくして、親の監饅
（i期断の根拠 ときは、子の福祉を道徳 権を奪う権限を有しない。
〔●翻所の椎阪 的かつ一時的に向上させるためだけに、載判所は
・判断碁準 介入できない。
㈲訪問（権）の意義
父が子の適格な監護権者 父が監饅権を有する適格 ・替なき親の意忌に反し
である場合、祖父母に訪 者である本件において， て裁判所は介入できな
問櫓を認める檀阪を裁判 祖母との纏続的接触は子 い・
㈱監護権との関係 所は有しない。 の椙祉にとって必須ではない9
・父死亡により、唯一の
権限と意思は母に存し
祖父母は父のそれを有
しない。
㈹参照． ・子の福祉が支配的考慮 ・pa㎜spa面aeとしての訪問が望ましいというこ
事項である。 裁判所の介入が子の福 との立証だけでは、上紀
・子から大学教青その他 祉にとって必要である 立証として不十分。
㈲子の最良の利益との の利益を奪うことにな ときに訪問権の申立て
りかねない． が認められる。
関係 ・裁判所の強制によって
子の最良の利益は達成
されない。
（》期定法（DgL972）
の解釈
圃慶子収養との関係
肇本件は、父が提起した
その他 婚咽無効判決取消訴訟である．
（なお，記載なき部分については，詳細が不明である）
??
